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鋳造時の熱を利用して鋳込みと同時に表面改質を行う改質方法により，球状黒鉛鋳鉄に，表面改質剤の主材として各種

金属粉末やセラミックス粉末を用いた場合の表面硬化特性を評価した。また，表面硬化させた歯車形状のテストピースに

対するアブレシブ摩耗の特性を評価した。 

Cr粉末や Cu粉末を用いることで硬化層を得ることができ，母材部と比較して 60Hv0.3以上硬い硬化層を得ることがで

きた。さらに Cr粉末を用いた硬化処理により歯車形状品の摩耗量を 1/5とすることができた。 
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*1 本研究は 2016年度日本鋳造工学会第 168回全国講演大会（2016年 9月）で発表した。 
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